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那
覇
空
港
の
利
用
状
況

　
沖
縄
県
は
、我
が
国
の
南
西

部（
那
覇
―
東
京
間
１
，７
０

０
㎞
）に
位
置
し
て
お
り
、東
西

１
，０
０
０
㎞
、南
北
４
０
０
㎞

の
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る

大
小
あ
わ
せ
て
３９
の
有
人
島
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
は
、国
土
交
通
大
臣

が
設
置
・
管
理
す
る
拠
点
空
港

の
那
覇
空
港
と
沖
縄
県
が
設

置
・
管
理
す
る
地
方
管
理
空
港

（
宮
古
、石
垣
、久
米
島
、南
大

東
、与
那
国
、多
良
間
、伊
江

島
、波
照
間
、粟
国
、北
大
東
、

下
地
島
、慶
良
間
の
各
空
港
）

の
合
計
１３
空
港
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
内
、沖
縄
総
合
事
務
局

は
、那
覇
空
港
の
滑
走
路
、駐

機
場
等
の
整
備
事
業
を
行
っ
て

お
り
、開
発
建
設
部
の
空
港
整

備
課
、那
覇
港
湾
・
空
港
整
備

事
務
所
が
そ
の
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
那
覇
空
港
は
、本
土
、県
内

離
島
に
加
え
、台
湾
、韓
国
、中

国
、香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
結

ぶ
全
国
有
数
の
利
用
を
誇
る

空
港
で
あ
り
、路
線
数（
令
和

４
年
夏
季
ダ
イ
ヤ
）は
、国
内
線

３２
路
線（
内
、７
県
内
路
線
）、

国
際
線
１３
路
線
が
就
航
し
て
い

ま
す
。ま
た
、旅
客
数
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
る
前
の
平
成
３０
年
度
に
は

過
去
最
高
の
２
，１
５
５
万
人

と
な
り
、国
内
空
港
の
旅
客
数

と
し
て
第
６
位
、滑
走
路
一
本

（
第
二
滑
走
路
供
用
前
）の
空

港
と
し
て
は
第
２
位
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
那
覇
空
港
は
昭
和
４７
年
５
月

の
本
土
復
帰
に
伴
い
米
軍
よ
り

返
還
さ
れ
、返
還
当
時
は
空
港

諸
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
状

況
で
し
た
が
、空
港
需
要
の
増

大
等
に
対
応
し
つ
つ
整
備
・
拡

充
を
行
い
、昭
和
４９
年
に
は
大

型
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｂ
―
７
４
７
が

就
航
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、滑

走
路
の
延
長
や
昭
和
５０
年
の
沖

縄
海
洋
博
覧
会
及
び
昭
和
６２

年
の
沖
縄
海
邦
国
体
に
あ
わ

せ
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、年
々
増
加
す

る
空
港
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、平
成
３
年
度
か
ら
は
、新

し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
の
整
備
が

位
置
づ
け
ら
れ
狭
隘
化
、分
散

化
し
て
い
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

を
統
合
・
拡
充
し
、平
成
１１
年

５
月
、新
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
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◆昭和47年（本土復帰）から令和２年度までの推移
那覇空港の旅客数は平成30年度まで増加（発着回数は平成29年度まで増加）していたが、令和元年度から新型コロナウイルスの影響により減少した。
貨物取扱量は平成21年の貨物ハブ開始により増加したが、令和２年度では新型コロナウイルスの影響により大幅に減少した。
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◆国内主要空港との比較
コロナ禍前（平成30年度）

平成30年度は、国内空港として旅客数で第６位、発着回数で第5位、貨物取扱量で第４位となっている。

コロナ禍（令和2年度）
令和２年度は、国内空港として旅客数で第2位、発着回数で第3位、貨物取扱量で第４位となっている。
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那
覇
空
港
第
２
滑
走
路 

令
和
2
年
3
月
26
日
供
用
開
始

平成22年2月平成22年2月昭和62年4月昭和62年4月昭和48年2月
（沖縄復帰直後）
昭和48年2月

（沖縄復帰直後）
昭和20年頃昭和20年頃昭和11年頃昭和11年頃

第２滑走路 長さ2,700m x 幅60m第２滑走路 長さ2,700m x 幅60m

1,310m1,310m新設取付
誘導路
新設取付
誘導路

新管制塔
高さ地上88m
新管制塔
高さ地上88m

第1滑走路 長さ3,000m x 幅40m第1滑走路 長さ3,000m x 幅40m

国内線旅客
ターミナルビル
国内線旅客
ターミナルビル

国際線旅客
ターミナルビル
国際線旅客
ターミナルビル

際内連結
ターミナル施設
際内連結

ターミナル施設

　
平
成
１５
年
度
に
は
、新
た
に
公

布
さ
れ
た
社
会
資
本
整
備
重
点

計
画
法
を
踏
ま
え
、平
成
１５
年

度
〜
平
成
１９
年
度
に
か
け
て
、滑

走
路
や
誘
導
路
改
良
等
、平
成
２０

年
度
〜
平
成
２３
年
度
に
か
け
て

は
、誘
導
路
の
高
質
化
等
に
取
り

組
み
、増
大
す
る
航
空
需
要
に
対

処
す
る
と
と
も
に
航
空
機
の
就

航
率
改
善
等
既
存
空
港
の
質
的

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
平
成
２４
年
度
〜
平
成
２６
年
度

に
か
け
て
は
、旧
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

前
及
び
旧
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
前

に
エ
プ
ロ
ン
等
を
新
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、国
際
化
へ
の
対
応
強
化

を
図
り
、平
成
２６
年
２
月
、新
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
供
用
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
２７
年
度
〜
令
和
２
年
度

に
か
け
て
は
、空
港
が
災
害
復
旧

支
援
、救
急
救
命
活
動
や
緊
急

物
資
輸
送
な
ど
様
々
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

誘
導
路
の
耐
震
化
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
平
成
２９
年
度
〜
平
成
３０
年
度

に
か
け
て
は
、Ｍ
Ｒ
Ｏ
エ
プ
ロ
ン
を

新
設
し
、国
内
で
初
め
て
の
航
空

機
整
備
事
業
の
誘
致
を
支
援
し

ま
し
た
。

　
平
成
１５
年
度
以
降
行
っ
た
事

業
の
う
ち
、特
に「
那
覇
空
港
滑

走
路
増
設
事
業
」に
つ
い
て
は
、平

成
１５
年
度
〜
平
成
２１
年
度
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
を
行
い

つつ
総
合
的
な
調
査
・
構
想
・
施
設

設
計
を
行
い
、平
成
２２
年
度
〜
平

成
２５
年
度
に
環
境
影
響
評
価
手

続
き
を
経
て
、平
成
２６
年
１
月
、

工
事
着
手
し
ま
し
た
。令
和
２
年

３
月
２６
日
に
は
、第
二
滑
走（
Ｂ
滑

走
路
）の
供
用
を
開
始
し
、那
覇

空
港
の
機
能
を
大
幅
に
強
化
し

ま
し
た
。

　
第
二
滑
走
路（
Ｂ
滑
走
路
）供

用
後
の
那
覇
空
港
の
機
能
に
つ
い

て
は
、当
初
は
、現
状
の
滑
走
路

許
容
量
１３
．５
万
回
／
年
か
ら

１８
．５
万
回
／
年
に
増
加
す
る
予

定
で
し
た
が
、発
着
に
遅
延
が
発

生
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、着

陸
を
や
り
直
す
場
合
の
飛
行
経

路
を
２
本
の
滑
走
路
で
分
離
独

立
運
用
す
る
方
法
に
見
直
す
こ

と
に
よ
り
、滑
走
路
許
容
量
を
２４

万
回
／
年
に
大
幅
増
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
沖
縄
総
合
事
務
局
に

お
い
て
は
、沖
縄
振
興
基
本
方
針

等
を
踏
ま
え
、観
光
振
興
等
に
必

要
な
空
港
の
機
能
確
保
の
た
め
、

那
覇
空
港
の
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
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那
覇
空
港
の
利
用
状
況

　
沖
縄
県
は
、我
が
国
の
南
西

部（
那
覇
―
東
京
間
１
，７
０

０
㎞
）に
位
置
し
て
お
り
、東
西

１
，０
０
０
㎞
、南
北
４
０
０
㎞

の
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る

大
小
あ
わ
せ
て
３９
の
有
人
島
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
は
、国
土
交
通
大
臣

が
設
置
・
管
理
す
る
拠
点
空
港

の
那
覇
空
港
と
沖
縄
県
が
設

置
・
管
理
す
る
地
方
管
理
空
港

（
宮
古
、石
垣
、久
米
島
、南
大

東
、与
那
国
、多
良
間
、伊
江

島
、波
照
間
、粟
国
、北
大
東
、

下
地
島
、慶
良
間
の
各
空
港
）

の
合
計
１３
空
港
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
内
、沖
縄
総
合
事
務
局

は
、那
覇
空
港
の
滑
走
路
、駐

機
場
等
の
整
備
事
業
を
行
っ
て

お
り
、開
発
建
設
部
の
空
港
整

備
課
、那
覇
港
湾
・
空
港
整
備

事
務
所
が
そ
の
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
那
覇
空
港
は
、本
土
、県
内

離
島
に
加
え
、台
湾
、韓
国
、中

国
、香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
結

ぶ
全
国
有
数
の
利
用
を
誇
る

空
港
で
あ
り
、路
線
数（
令
和

４
年
夏
季
ダ
イ
ヤ
）は
、国
内
線

３２
路
線（
内
、７
県
内
路
線
）、

国
際
線
１３
路
線
が
就
航
し
て
い

ま
す
。ま
た
、旅
客
数
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
る
前
の
平
成
３０
年
度
に
は

過
去
最
高
の
２
，１
５
５
万
人

と
な
り
、国
内
空
港
の
旅
客
数

と
し
て
第
６
位
、滑
走
路
一
本

（
第
二
滑
走
路
供
用
前
）の
空

港
と
し
て
は
第
２
位
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
那
覇
空
港
は
昭
和
４７
年
５
月

の
本
土
復
帰
に
伴
い
米
軍
よ
り

返
還
さ
れ
、返
還
当
時
は
空
港

諸
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
状

況
で
し
た
が
、空
港
需
要
の
増

大
等
に
対
応
し
つ
つ
整
備
・
拡

充
を
行
い
、昭
和
４９
年
に
は
大

型
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｂ
―
７
４
７
が

就
航
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、滑

走
路
の
延
長
や
昭
和
５０
年
の
沖

縄
海
洋
博
覧
会
及
び
昭
和
６２

年
の
沖
縄
海
邦
国
体
に
あ
わ

せ
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、年
々
増
加
す

る
空
港
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、平
成
３
年
度
か
ら
は
、新

し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
の
整
備
が

位
置
づ
け
ら
れ
狭
隘
化
、分
散

化
し
て
い
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

を
統
合
・
拡
充
し
、平
成
１１
年

５
月
、新
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
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◆昭和47年（本土復帰）から令和２年度までの推移
那覇空港の旅客数は平成30年度まで増加（発着回数は平成29年度まで増加）していたが、令和元年度から新型コロナウイルスの影響により減少した。
貨物取扱量は平成21年の貨物ハブ開始により増加したが、令和２年度では新型コロナウイルスの影響により大幅に減少した。
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※S47～S49年は暦年値（年度）
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◆国内主要空港との比較
コロナ禍前（平成30年度）

平成30年度は、国内空港として旅客数で第６位、発着回数で第5位、貨物取扱量で第４位となっている。

コロナ禍（令和2年度）
令和２年度は、国内空港として旅客数で第2位、発着回数で第3位、貨物取扱量で第４位となっている。
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沖
縄
総
合
事
務
局
50 

年
の
あ
ゆ
み

空
港
整
備

社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て

特集2

那
覇
空
港
第
２
滑
走
路 

令
和
2
年
3
月
26
日
供
用
開
始

平成22年2月平成22年2月昭和62年4月昭和62年4月昭和48年2月
（沖縄復帰直後）
昭和48年2月

（沖縄復帰直後）
昭和20年頃昭和20年頃昭和11年頃昭和11年頃

第２滑走路 長さ2,700m x 幅60m第２滑走路 長さ2,700m x 幅60m

1,310m1,310m新設取付
誘導路
新設取付
誘導路

新管制塔
高さ地上88m
新管制塔
高さ地上88m

第1滑走路 長さ3,000m x 幅40m第1滑走路 長さ3,000m x 幅40m

国内線旅客
ターミナルビル
国内線旅客
ターミナルビル

国際線旅客
ターミナルビル
国際線旅客
ターミナルビル

際内連結
ターミナル施設
際内連結

ターミナル施設

　
平
成
１５
年
度
に
は
、新
た
に
公

布
さ
れ
た
社
会
資
本
整
備
重
点

計
画
法
を
踏
ま
え
、平
成
１５
年

度
〜
平
成
１９
年
度
に
か
け
て
、滑

走
路
や
誘
導
路
改
良
等
、平
成
２０

年
度
〜
平
成
２３
年
度
に
か
け
て

は
、誘
導
路
の
高
質
化
等
に
取
り

組
み
、増
大
す
る
航
空
需
要
に
対

処
す
る
と
と
も
に
航
空
機
の
就

航
率
改
善
等
既
存
空
港
の
質
的

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
平
成
２４
年
度
〜
平
成
２６
年
度

に
か
け
て
は
、旧
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

前
及
び
旧
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
前

に
エ
プ
ロ
ン
等
を
新
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、国
際
化
へ
の
対
応
強
化

を
図
り
、平
成
２６
年
２
月
、新
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
供
用
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
２７
年
度
〜
令
和
２
年
度

に
か
け
て
は
、空
港
が
災
害
復
旧

支
援
、救
急
救
命
活
動
や
緊
急

物
資
輸
送
な
ど
様
々
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

誘
導
路
の
耐
震
化
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
平
成
２９
年
度
〜
平
成
３０
年
度

に
か
け
て
は
、Ｍ
Ｒ
Ｏ
エ
プ
ロ
ン
を

新
設
し
、国
内
で
初
め
て
の
航
空

機
整
備
事
業
の
誘
致
を
支
援
し

ま
し
た
。

　
平
成
１５
年
度
以
降
行
っ
た
事

業
の
う
ち
、特
に「
那
覇
空
港
滑

走
路
増
設
事
業
」に
つ
い
て
は
、平

成
１５
年
度
〜
平
成
２１
年
度
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
を
行
い

つつ
総
合
的
な
調
査
・
構
想
・
施
設

設
計
を
行
い
、平
成
２２
年
度
〜
平

成
２５
年
度
に
環
境
影
響
評
価
手

続
き
を
経
て
、平
成
２６
年
１
月
、

工
事
着
手
し
ま
し
た
。令
和
２
年

３
月
２６
日
に
は
、第
二
滑
走（
Ｂ
滑

走
路
）の
供
用
を
開
始
し
、那
覇

空
港
の
機
能
を
大
幅
に
強
化
し

ま
し
た
。

　
第
二
滑
走
路（
Ｂ
滑
走
路
）供

用
後
の
那
覇
空
港
の
機
能
に
つ
い

て
は
、当
初
は
、現
状
の
滑
走
路

許
容
量
１３
．５
万
回
／
年
か
ら

１８
．５
万
回
／
年
に
増
加
す
る
予

定
で
し
た
が
、発
着
に
遅
延
が
発

生
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、着

陸
を
や
り
直
す
場
合
の
飛
行
経

路
を
２
本
の
滑
走
路
で
分
離
独

立
運
用
す
る
方
法
に
見
直
す
こ

と
に
よ
り
、滑
走
路
許
容
量
を
２４

万
回
／
年
に
大
幅
増
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
沖
縄
総
合
事
務
局
に

お
い
て
は
、沖
縄
振
興
基
本
方
針

等
を
踏
ま
え
、観
光
振
興
等
に
必

要
な
空
港
の
機
能
確
保
の
た
め
、

那
覇
空
港
の
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
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